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〈Abstract〉
　I have investigated “the significance of ‘living’ ” proposed by Yoshida shoin and his ideal 
death.  The investigation shows that “the significance of ‘living’ ” of shoin means “the practice 
of ‘justice’ ”, which he learned from ancient Chinese historical books, especially from The 
Discourses of Mencius.  
　While the “death” awaiting shoin has been thought to be “the death of calmness,” by putting 
“justice” into practice, the investigation clarified that he got to “the death of patriotic 
lamentation.”
　I have shown that shoin considered “the death of calmness” to be “the afflicting death” and 









































そこで、 本稿では、 まず松陰はどのような経過で、 どのような「生」












ひて曰く、 『忠の道如何』と。曰く、 『忠の道は承順に非ず、趨走に非ず、惟だ中心のみ』 。曰く、 『中心とは何ぞや』 。曰く、 『実を以てして功名の為めにせざる 謂なり。縦令功名高大なりと雖も、実を以てせざれば、亦忠と為すべからず。故に君子は和して同ぜず 昔の忠臣皆然り。唐虞の時 群臣相和諧せり。然れども其の事を議するや、相兪
咈
して必ずしも同ぜずと。蓋し唐虞の臣善く忠の道を尽
せるなり。孟子曰く、難きを君 責む 、之れを恭 謂ひ、善を陳べ邪を閉づる、之れを敬と謂ふと。蓋し恭と敬とは忠の大なる のなり。夫れ危きに臨みて命を致し、国に殉じて家を忘るるには則ち勇を以て行ふ。然れども恭敬に至りては、其の勇ありて而も其の智なくんば、則ち能はず』 。曰く、 『然らば則ち智なきとき を尽すべからざるか』 曰く、 『愚者力 尽すに亦実を以て れば、即ち忠なり。然れども其の效、知者に若く能はず。然らば則ち大忠を尽さんと欲すれば、当に大道を学ぶべし 語に 学びて優なれば則ち仕ふ 。大忠を尽さんと欲するの謂な
り十二
』 」という。




と考える人間であったこと。また、 その十年後の二十七歳時、 「遊学」さえ、 「真に道に志す者」には、 「学」を「進」めることが目的でり、 「花柳詩酒 陥る」 「暇」などないと考える青年であったことが分かる。　












観を中心として─」 （中国四国教育学会編『教育学研究紀要』第四一巻、一九九六年。 ）及び「吉田松陰の理想的生死観とその死について」 （人間環境大学人間環境学研究所編『人間と環境
－人間環境学研究所研究報告書』 第四号、 平成十一年。 ）
参照。
二
　「野村和作宛」 （山口県教育会編『吉田松陰全集』大和書房、昭和四十七年、 八巻、 三二〇頁。 ）以下、 同前集からの引用は、












以前と思われる「未忍焚稿」に「義は宜なり。己れに発して自ら尽すを忠と為す。忠あれども義を知らざれば、宜に叶はぬ所あり。義を知 ども忠なければ、尽さざる所あり」 （ 「侍用武功」 『全集』一巻、一二〇頁。 ）と記し、安政二年三月は、 「士の道は義より大な はなし。義は勇に因りて行はれ、勇は義に因りて長ず」 （ 「士規七則」 『全集』二巻 三〇九頁。 ）と述べている。
六
　「武教全書講章」 （ 『全集』一巻、二八頁） 。
七
　「文武稽古万世不朽の御仕法立気付書」 （ 『全集』一巻、一六六頁） 。
八














































































人力人智の及ぶ所に非ず。 故に是れを天に帰し天命と云ふ。天命なる上は天に任せ置きて人は只管道義をのみ守りさへすれば、死生窮達、順受素行、驚く も恐るる も及ばず」（ 「久保淸太郎宛」 『全集』七巻、三九一頁。 ）と述べ、また、同三年五月十四日にも、 「道義 従ひ 禍罪 遇ふは其道を尽すの極にして、凡そ人は の外に行くべき処はなし」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、三一五頁。 ） 」と講義して








ち利欲の念に奪はれ、一度 心起れども忽ち毀誉の間に蔽はる。 何ぞ深く性善の地 思い 致さざ 」 （ 「講孟
劄
記」 『全
集』三巻、二三九頁。 ）と述べ、更に、 年五月二 三にも、 「権の一字是れ中を執るの法にして、 全章の帰宿 り。余常に謂へらく 聖人の道は人倫を明かにするにあり 明の工夫、是れ権の功なり。 （中略 後漢 趙苞の如く、三国の徐庶の如く 不幸にして人倫の変に遇ひたる時は軽重を衡り、或は仕を辞して親に随ひ、或 国に殉じて家を顧みざる。皆時と勢とに因りて義を生ずる。是れ権なり。故に徒らに忠孝 道を学びて 権の字に心付かざれば、不忠不孝に陥ること多し。 是れを憂ふ。故に古今 の変に遇ひて、或は善く権して其の義を全う 、或は権すること能はずして其の義を闕く類 事跡を類輯して 書となし、略ぼ論断を加へて自ら観省に備へんと欲す」 （同前書三四三頁。 ）と述べ いる。こ 「一たび成」った「路」を「絶えざらしむ」こと、 「権の字に心付」 こと、また生来的に「我れに在る （同前書、三一五頁。 ） 「性善の地に思い 致」す作業こそ「修身」のため 学問奨励であっ
た。
十七













た訳ではない。安政二年正月某日には、 「経学」を説く兄梅太郎と「歴史」を是とする松陰 の間で論争があった松陰は「経学へ基かぬ学文にては捌け申さずとの御事 寅も左様思はぬにても御座なく候。象山翁経学者にて、往年従遊せし時も論語を熟読すべき由段々かたり、寅其の時は甚だ然らずと申し、歴史を読んで賢豪 事を観て志気を激発するに如か のみ申し居り候処 象山云はく、 『夫れでは間違が出来る』 と。然れど 遂に其の言 従 ず。 （中略）又肥後に到りし時、横井平四郎が党某 頻り 寅に経学を進む。又平四郎が学風も大略承り置けり。朱子学 すると言ふ日に 、 今の明倫館あたりの風 少し憾みあり。夫れでも寅も一つ遣て見よう と思はぬにてもなし 然れども史を観るの益あるに若かずと思ふ心遂に止まず」 （ 『全集』三巻、 三四九─三五〇頁。 ）と兄に送っている。 かし、後、同年四月二十四日、同じく兄 あて、松陰は、 「鄙見は処置の急は孟子に若くはなし 其の要二つ、万民を安ん








萩市松陰神社で史料調査をした近藤啓吾氏によれば、 「先生（川口註：松陰のこと）がこの『孟子』の講義に使用された『孟子』について記しておこう。従来これ ついて紹介したものなく、既にその書物は失われたとさえ言われていたのであるが、先般、松陰神社のご厚意によって、同書を拝見すること できた。それは、 『天保八歳丁酉曙春再刻』の刊記がある小 板 四書集註』 うちのそれである。小松板『四書』には、書き入 用として上部の余白を特に大きく作ってい ものがあるが、右もそれであって、 『大学 『中庸』合せて一冊 論語 二冊、『孟子』三冊、計六冊を一
帙ちつ
に収めている。 『四書』のど
れにも先生の自筆の書き入れがあるが、 『孟子』 は殊に多く、かつその各章の初めには、第一章、第二章 または一、二 三等の番号が記されており、 講孟
劄
記』
との深い関係を知らしめるも である」 （近藤啓吾 講孟
劄






また、 同講義中、 孟子に関しては、 安政二年七月十九日の条に、 「○





国であった魯で、孟子が、高弟楽正子の斡旋にも かわらず、臧倉の妨害により平公と面会できなかった際 口にしたという、 「吾れの魯侯に遇はざるは天なり」を、松陰が講義録 リードとしていることは、実 興味深い。　
松陰はこれに続け、 「時に遇ふも遇はぬも、 皆天に任せて顧み」ず









人は言、信を必とせず、行、果を必とせず、惟だ義の在る所のままにす」を引いて、 「人に三等あり。下等の人は義に合はず信な果ならざる 徒にて、是れ妄人なり。中等の人は信を必とし果 必とし、未だ必ずしも義に合はざるの徒にて、是れ游侠の類なり。上等の人は即ち本文の所謂大人に 、信を必とせ 果を必とせず、惟だ義の在る所に従ひて行ふ 人なり。若し汎く人品 論ぜば、中等の人も亦得易きに非ず、軽んずること かれ。然れども学 なすに至りては、上等を捨てて何をか学ば
ん二十三
」と語り、出獄後の翌三年三
月二十六日、 同じく、 『孟子』 「仁は人の心 り 義は人の路 り」に対しては、 「人心 根本を尋ね出せば、 の一字に尽せり。義は即ち人の行く所、 の行く所即ち義な
り二十四
」と述べている。
　『孟子』の性善説を是とする松陰は「人心の固有する所、事理の当然なる所」である「仁義」は「一 為さ 所なし」という二十五。それは、 「人の道」 、 「臣の道」 、 「子の道」 、 「士の道」という。
そして、それを知らないことは 「恥づべきの至り」と続け 「若し是れを恥づるの心あらば、書を読み道を学ぶ 外術あることな 」と述べている。また、それは 「惟だ の在る所に従ひて行ふ ことであると述べ、更に、 「人心の根本」 「仁」であり、 「義 こそ「人の行く所」であり、 「人の行く所即ち義なり」と断じている。　















学び、やがて、志士的活動失敗後、政治的活動に失敗した孟子 共感を覚え 更に 教育 成功 おさめた孟子に憧れを抱くようになったことが分かる。これは、将に 「憧憬」であり、松陰 、孟子の人生そのものに己のそれ 重ね、孟子のような生き方をする との
　
更に、翌三年六月十三日の条には、 「○然り而して爾あることな








孔子を崇敬した孟子の、 「然 而して爾あることなければ、則ち亦爾あることなからん」 との語をリードとしてあげ 。また、 「此の語」二十二
　「講孟
劄























を得ば、此の学を勤め此の志 励まざるべけんや」 （ 「講孟
劄
記」 『全集』三巻、五〇頁。 ）と述べ、同八月三日に










て、 下田事件の失敗を、 「朱雲の張禹を斬らんことを請ひ、胡銓の秦檜を斬らんこと 請ふ、而して一は自後復た仕へず、一は辺裔に貶竄せらす、亦何をか漢・宋に益せ 。赤穂義士は讐を復して死を賜ひ、伯夷・叔齊は暴を悪みて餓死す、亦何をか益せん。故に君子はかくいはず、聖人は百世の師なり云々と云ふ。是れ弟が輩の為す所、 朱・胡がする所に比すれば、頗る万全を期す。然れども事敗れて此に至りしは天 。是れを以て議 る ぞ多言せん」 （ 「兄杉梅太郎宛」 『全集』七巻、二五八
─
二















記」 （ 『全集』三巻、四二二─頁） 。同年三月二













躊躇して行くに忍びず」とは、かねてより敬慕した「嗚呼忠臣楠子の墓」を拝しての感激の吐露であろう。また、 「今朝野雷同を悦び」とは当時の、 足利尊氏を是とする世論への悲憤慷慨である。 更に、 「書を読むも已に道を衛るの志なければ、事に臨み 寧んぞ義を取るの功あらん」との一節は、正邪の判断基準を「書」 、と わけ、 『論語』『孟子』に求めた松陰の学問態度を示している。　
そして、このような楠公敬慕の行き着いたところが、安政三年四
月十五日に記した「七生説」である。





























で、則ち亦涙を下す。噫、余の楠公に於ける、骨肉父子の恩あるに非ず、師友交遊の親あるに非ず。自ら其の涙の由る所を知らざ なり。朱生に至りては則ち海外の人、反つて楠公を悲しむ。而して吾れ亦 を悲しむ 最も謂れなし。退い 理気の説を得たり。乃ち知る、楠公・朱生及び余不肖、皆斯の理を資りて以て心と為す。則ち気属かずと雖も、而 心は則ち通ず。是れ涙の禁ぜざる所以 余不肖、聖賢の心を存し忠孝の志を立て、国威 張り海賊を滅ぼすを以て、妄りに己が任と為し、一跌再跌、不忠不孝の子となる、復た面目の世人に見ゆるなし。




加えて、 「仁義」 、とりわけ、 「義」を強調した孟子に引かれたことは、 この意味においても理解できる。 かし、だからといって、松陰が『孟子』を全て是とした訳ではない。安政二年六月十三日には 「我が邦は上
　
天朝よ





五頁。 ）と述べ、また、安政三年六月以後には、 「漢土は人民ありて、 然る後に天子あり。皇国には神聖ありて、然る後に蒼生あり。国体固よ 異 君臣何ぞ同じからん」 （ 「講孟
劄
記評語の反論」 『全集』三巻、 四五三頁。 ）






く、舜実に此の事なくして、孟子此の論を発せば聖人誣ふると云ふべし。舜実に此の事ありて、孟子此の論を発せば聖人に阿ると云ふべし」 （同前書。 『全集』三巻、一六八頁。 ） 記し、批判している
三十三




それ以下、生涯「先師」 敬慕した山鹿素行、また 赤穂義士であったと考えてい 。これに関しては、下程勇吉もその著 『吉田松陰の人間学的研究』 （広池学園出版部、昭和六十三年、一九九頁。 ）に同様な見解を述 い 。
三十五
　「籠城の大将心定めの事」 （ 『全集』一巻、二七頁） 。ただし、 「弘化二年松陰が十六歳のころから 嘉永四年二十二歳のころまでの諸種の文稿・詩歌および明倫館兵学師範としての立場にあって述べた策論等を包含し ほかに他書よりの抄録も添えてある」 （ 「解題」 『全集』一巻
三六一頁。 ） 「未焚稿」の中に「著作年月未詳」の「南北興亡論」がある。そこに、 「凡そ戦の道、屈伸の理、変化の妙、時として処として存せざるはなし。而も諸将の中、善く斯の理に明かなる者は独り楠公のみ、其の他は則ちなし。其の言に曰く、 『勝敗は常なり、少挫折を以て其の志を変ずべからず』と」 『全集』一巻 三一一頁。 ）とある。あるいは、 これが楠公賛美の嚆矢かもしれ い
三十六





















の意識をもっていたことが分か また、 「生 中心にある「義」の実践に関しても、 藩主毛利敬親 共
に四十一























松陰はいう。 「湊川」で「楠公の墓を拝し」 、 朱舜水の勒銘を「観」








































囚の室、半間に膝を容れ、右に『三余読書』の四字を題し、左に『七生滅賊』の四字を題す。日夜優悠として其の間に坐臥す」 （ 「続二十一回猛士 説」 『全集 二巻、
三九七頁。 ）と記し、同五年九月には、 「皇臣の模範は新田・楠・菊池等の如く、一家の血肉を以て国に殉じてこそ僅かに可なりと謂ふべし」 （ 「読綱鑑録」 『全集』五巻、八八頁。 ）と述べ、同六年四月十三日には、 「楠正成公ぢや大石良雄ちやのと申す人々は、刃ものに身を失はれ候へども今以て生きてござる 乃ち刀のちんぢに折れた證據でござる」 （ 「妹千代宛」 （ 『全集』八巻、三〇四頁。 ）と書き送り、更に、安政六年六月にも、 「世に楠判官微かりせば、 君子の義まさに蕪れ ん す」 （ 「縛吾集」 『全集』六巻、二六六頁）と 楠公賛美を続けている。なお、今となってはテキストクリティークのできない史料ではあるが、安政四年松陰に十五歳で「入門」した品川彌二郎に、 「先生は歴史を読むには自ら歴史中 人物にならねばいかぬ、楠氏を読め 正成の心持ちで、此事には如何に処すべきであらう 、又如何 せねばならざりしやと心を練り、足利氏を読めば尊氏の心持ちをして読まねばならぬ、 最も悪を学ぶは忌むべきことであるけれども、其境遇、其位置に己が身を置かね 心を練ることが出来ないと常に戒められて居たのである、或る時、例刻より少々早く塾に行つた処、読書の声 するので誰が来て居るかと思ひつゝ、内に入りしに十二三歳の小
供（ママ）
が先生の
































記」 （ 『全集』三巻、二六一頁） 。
四十九


























































安政元年晩秋、 松陰は 「吾れ微賤なりと雖も、 亦皇国の民なり。 （中
略）義として身家を顧惜し、黙然坐視して皇恩に報ぜんこと 思はざるに忍びざるなり。 （中略）天下久しく治安に慣れ、朝野 苟且の論多く、群議或は戦を言ひ、或は和を言ふも、而も身を抜きんでて責に任ずる者な
し五十八
」 と回顧している。これより、 「義」 の実践であっ















　「吉田松陰年譜」 （ 『全集』十巻、六六七頁） 。
五十二
　「亡命裁断書」 （ 『全集』十巻、四六頁） 。
五十三
　「東北遊日記」 （ 『全集』九巻、二七一頁） 。
五十四
　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、一一七頁） 。
五十五




は「年少の客気、書生の空論より出で候事と愧じ奉り候へども、太平の久敷き、気義将に地に墜ちんとす、読書人に非ざるよりは真に之れを知る能はず。気義の事は天下万世 関係し至大至重。窮達禍福、栄辱利鈍は一身一家の事にて、至小至軽」 （ 『全集』七巻、一二三頁 ）と述べ、また、後、同年六、七月頃には 「向に僕の亡せるは実に足 の知る所なり。豈に機会の来るや再びすべからず、欣然之れ 臨み、以て中国人は柔惰と爾云ふ者の口を塞がんと欲すと謂へるに非ずや。因つて已むを得ざるに逼 れて、此 訥々怪事を為せしに非すや」 （ 來原良三に復する書」 （ 『全集』六巻、三一五頁。 ）と述べている。藩邸亡命が確信的行動であったことが分かる奈良本辰也はこ 「亡命 を、 「長州藩の名を冠 て
恥だという理屈（中略）が児戯に類する」ことは松陰にも分かっていたとして、 「反逆」 （ 『吉田松陰』岩波書店、一九五一年、四九頁。 ）と述べている。
五十七





月二十七日、松陰は父杉百合之助にあて 米艦隊のことを、 「金沢沖に居然□□夷舶七隻碇を並べ居り候状態、実に切歯に堪へず、且つ日を逐ひて猖獗の形を顕はし、測量上陸 言語同断の趣に御座候」 （ 『全集』七巻、二二二頁。 ）と述べている。
五十九




















しいと信ずる道がついに現実の世界にうけいれられないとわかったとき、かれはそれを天命として、静かに瞑黙した。かれに残された仕事は、その理想を未来に託するための英才教育であった。そして、今日われわれが手にする『孟子』の文章の中には、 たぶんこの隠退生活の日々にかれが手ずから執筆し ものもあっ かと思われる。『孟子』七篇こそ、かれの息吹きを生ま生ましく伝える最も確実な資料である」 〔 『孟子（岩波新書青版五九八） 』岩波書店、一九七一年、三四頁。 〕 述べている。松陰が『孟子』に学んだことの中に、 この「英才教育」があったことは間違いない。
六十四
























































足下を得、重輔死せざるなり。大慶大慶。然るに『死生亦大』と荘生が一言格論格論。講究した上も講究して、 毫遺憾なき所へ行かねばならず候。 『慷慨死に就くは易く、従容死に就くは難し』 。此の語亦妙。勢に乗じ戦死等は易々に候へども 此の の死は随分難く候。何分相互に講究すべ
し七十二
」と、 野村和作へ送っている。この「慷















松陰はいう。 「一死」は「実に難し」 。しかし、 「生を偸むの更に








慨の死」であることが分 る。とすれば、 苦死」とは、 「従容の死」六十七
　
松風会編『吉田松陰日録』松風会、平成十九年、二七
七頁。ただし、この断食は、 「門下の釈放という喜快事があり、父、母、叔父 説得もあり翌日中止」 （同書、同頁。 ）している。
六十八




二頁。同年四月四日、松陰は入江にあて、 「僕が死を求むるは生きて事をなすべき目途な 。死んで人を感ずる一理あらんかと申す所と、此の度の大事 一人も死ぬもののなき、余りも
く
日本人が臆病になり切つたがむ
ごいから、一人なり 死んで見せたら朋友故旧生残つたもの共も、 少しは力を致して呉れうかと云ふ迄なり」 （ 『全集』八巻、 二八九頁。 ）と、 この時の気持ちを送っている。
七十
　　





武合体、勅旨尊奉、天朝へ忠節、幕府へ信義が宜しからずと申すことならば、天下の形勢と人心の向背とを以て一死を甘んじて弁争仕り候は 、最上に出でて 幕府の議論を一変し魯仲連の功を立つべし。果して然らば天下忠臣義士多く冤罪を以て召捕られ候も 一時 釈放 挙あるべし。最下に至りては本藩の幕疑を氷釈し貫高の志を遂ぐべし。元来幕府とても違 を好まるるには非ず墨夷に説き付けられ致方なく爰に至ることと覚え候。固より墨夷の神州の害をなすこ も知らざるに非ず。然れども墨夷弁説の人材なき故の事 相見え候」 （ 「愚按の趣」『全集』五巻、三二六頁。 ）と述べている。
七十二










ることがつづいても、やはり他人を信じていたいという希望を失うことがない。それが人間である。人間社会の平安は、人間どうしがたがいに完全な信頼関係にたつときに生まれ 。そして、道徳が栄えるのは、そのような楽天的な心情が普遍的になっ 時である。道徳の鼓吹者にとって楽天的な世界観 いかに必要であ か いうまでもない。 孟子が本質的に楽天家であるのは、 当然といってよかろう」 〔 『孟子（岩波新書青版五九八） 』岩波書店、一九七一年、八頁。 〕と述べいる。私は松陰に 全く同じイメージを っている。性格の類似も、松陰が孟子に引かれた原因の一つであろう。
七十六
















反、最後迄従った入江・野村兄弟の岩倉獄収監 より、政治的行動手段をほぼ失ったこと。また、 「借牢」での入獄故、藩政府の要路者に対し、 政治的主張を述べる機会もほぼなく、 「義」の実践を「生」の意義と考える松陰には、耐 られない苦悩だったと思われることである。兄から江戸召還 聞い 際、 「それは出来（か）した」と返したことは、その証左になろう。　
三点目は、安政六年七月九日頃、松陰が高杉にあて、九日の「吟
味」の状況を記した後、続けて、 「今日の議論三あり。奉行若し聴を垂れて天下の大計、当今の急務を弁知し、一二の措置をなさば、吾れ死して光あり。 」若し一二の措置をなす能はずとも、吾が心赤を諒し、 一死を免せば吾れ生きた名あり。 」 若し又酷烈の措置に出で、妄りに親戚朋友に連及 、吾れ言ふに忍びずとも亦昇平の惰気を鼓舞する 足る、皆
妙八十七
」と述べていることである。これより、松陰




























同年八月六日には、 「余寧 人を信ずるに失するとも、誓つ 人を疑ふに失することなからんことを欲
す八十四
」 と同囚に教えている。更に、















　「愚按の趣」 （ 『全集』五巻、三二六頁） 。
八十
　　
「增野徳民宛」 （ 『全集』八巻、三四四頁） 。同日、入江杉藏には、 「耳のある吏が糾明し 呉れさへすれば
　
天
朝御幸福、幕府御平安、長藩目度 、吉田寅二郎の大志を遂ぐるなり」 （ 『全集』八巻、 三四六頁 ）と述べて る。また、死の直前 記した「留魂録」には、 「幕吏必ず吾が説を是とせんと志を立てたれども、 蚊蝱山を負ふの喩、終に事をなすこと能はず、今日に至る、亦吾が徳の菲薄なるによれば、今将た誰れ か尤め且つ怨まんや」 （ 『全集』六巻、二八七頁。 ）と記している。
八十一




は、 又一の誠字に工夫を付けたり。時に子遠死字を贈余是れを用ひず、一白綿布 求めて、孟子の『至誠にして動かざる者は未だ之れ有らざるなり』の一句を書し手巾へ縫ひ付け携へて江戸に来り、是れ 評定所に留め置きしも吾が志を表するなり」 （ 「留魂録」 『全集』六巻、二八七頁。 ）ということを行っている。松陰の性格が分かる。
八十三




記」 （ 『全集』三巻、九八頁） 。
八十五




の事体見聞大に驚き、又竊かに喜ぶ 又深く惜しむことあり。墨夷本牧を以て未だ足らずとし江戸に来倨、市中自在に横行するは、応接条約等の表 て 当然の事には候へども、現在に目撃す ば随分驚き申し候。併し英夷阿片交易の事に付き瘍医を広東へ渡し治療を施させ、之れに継ぐに引痘を以て 等の苦心〈海国図志中粤東日報にみゆ〉其の思慮深遠と云ふべし。墨夷は人心 懐柔するの手段大い 英夷 劣る。是を以て竊かに喜び申し候。然れども機は得難く失ひ易し。墨夷 所為市中の人心を失ふとも、又数十年無事ならば人心も自ら貼服すべし。此の機会を失ふこと豈 惜しからずや。幕府初めは墨夷を倩ひて諸夷を制し諸侯を抑へんと欲す 而して今は何となく悔悟の色あり。悔悟するとも膺懲の奇策なければ淪胥与に喪ぶるの外致方なし。将た又京師 一条も








年同月中旬、松陰は再び高杉 あて、 「僕去冬已来 死の一字大いに発明あり、李氏焚書の功多し。其の説甚だ永く候へども約して云はば、死は好むべきにも非ず、亦悪むべきにも非ず、道尽き心安んずる、便り是れ死所。 」世に身生きて心死する者あり、 身亡 て魂存す 者あ心死すれば生 る の益な 魂存すれば亡ぶるも損なきなり。 」 又一種大才略ある人 辱を忍 事をなす 妙。 」又一種私欲なく私心な もの生を偸むも妨げず。 」死して不朽の見込あればいつでも死ぬべし。生 て大業 見込あらばいつでも生くべし。 」僕が所見 ては生死は度外に措きて唯だ言ふべきことを言ふのみ」 （ 『全集』八巻、三六七
─
三六八頁。 ）と述べている。将に、 「生死は度外
に措きて」松陰は「言ふべきことを言」った であろう。
吉田松陰における「生」の意義と理想的「死」の認識
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死のような「慷慨の死」であり、また、 「苦死」は「従容の死」である。しかし、意に反し、松陰がむかえ のは「苦死」であった、ということができる。　
以上のことを、帰幽される直前の平成九年春、研究の指導をいた
だいた後、突然、 「松陰のいう『甘死』と『苦死』の意味を教えてくれ」と、聞かれた、恩師井上久雄先生の墓前に御報告したい。　
今思えば、あの時、先生は松陰の「甘死」 ・ 「苦死」の概念をすで
に分かっておられ、敢えて私 ために聞かれたのだと感じる。先生の御学恩の深さに改めて感謝しつつ擱筆する。〔付記〕本稿は第六十八回中国四国教育学会「教育の歴史」部会（平成二十八年十一月五日、鳴門教育大学教育学部）で報告した「吉田松陰における理想的武士観について
─
『義（＝「生」の意義） 』観
を中心として
─
」に、その後の論考を加え、まとめたものである。
　
なお、本稿執筆にあたり、本学の西山めぐみ助教〔名古屋大学博
士（心理学） 〕の御指導をいただいた。お名前を記してお礼とする。
川口雅昭
　
人間環境大学教授（日本近世教育史）
